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　「ブライトリング」は、ぜいたくをより
サステイナブルにするという目#SQUA-
DONAMISSION to do betterを追
跡しており、ブライトリング初の「トレー
サブルウォッチ」は、使用される金や中
にはめ込まれるダイヤモンド素材の原
産地について、オーナーに透明性ある
情報を提供し、保証するものだ。
　オーナーに提供するブロックチェー
ンを活用した証明記録には、職人によ
る小規模採掘の金やラボグロウンダイ
ヤモンドに対して、サプライチェーンに
沿ってブライトリングが責任を持って
行った措置が詳細に記され、すべての
情報は第三者によって検証されている。
　「ブライトリングは、優れた素材と優
れたもの作りで美しい製品と体験を生
み出すという使命を負っています。弊社
のロードマップは、コンセプトを証明す
るスーパークロノマットオリジンととも
に、ここから始まります」とジョージ·
カーンCEOは話す。
　2025年までに、ブライトリングは全
製品で認定サプライヤーから責任を
持って調達したベター・ゴールド（小規
模採掘の金）とベター・ダイヤモンド（ラ

ボグロウンダイヤモンド）に移行する
予定とし、その使命を完全に果たすた
めに、ブライトリングはエンドツーエン
ドの（終始一貫した）トレーサビリティ
も導入している。
　今までは、金やダイヤモンドの追跡
には限界があった。業界のベストプラク
ティスに従ったとしても、時計に使用さ
れる金と小さなメレーダイヤモンドを採
掘元までたどることはほぼ不可能だっ
た。通常、こうした原材料は複数の採
掘元から調達しているため、文字通り
出所が分からなくなっていたことで、ブ
ライトリングは改善を志した。　
　ベター・ゴールドとベター・ダイヤモ
ンドを使用することで、紛争や人権侵
害とは無縁の貴金属であると分かるよ
うになった。また、ブライトリングはサプ
ライチェーン全体で社会および環境に
与える影響を査定し、関わったコミュニ
ティに直接還元している。対象となるサ
プライチェーン全体が独立機関により
検証され、すべてのスーパー クロノ
マット オリジンに付属しているブロッ
クチェーンを活用したNFTに記録され
ている。

　「消費者は
自分が購入
する製品と原
材料につい
て、今まで以上に考えるようになってい
ます。私たちは前もって答えを用意して
おきたいのです」とカーンCEOは述べ、
「スーパークロノマットオリジンは、サ
ステイナブルなぜいたくへの変革を目
指すブライトリングの第一歩。これはほ
んの始まりです」と付け加えた。
　なお、スーパークロノマットオリジン
のオーナーには、ブロックチェーンを活
用したNFTの一環として、貴金属·貴石
の由来を記載した証明書を発行する。
2020年より、ブライトリングの新作タイ
ムピースにはすべて、独自のオーナー
シップデジタル証明書が付属。スー
パークロノマットオリジンには、原材
料から最終製品にいたるまで、オーナー
のNFTとオンラインの調達元マップの
両方にサプライチェーンが記録され、す
べての情報は独立機関（Sourcemap
社／米国）によって検証されている。
　ベター・ゴールド＝スイス・ベター・
ゴールド・アソシエーションが定めた条

件を満たす、単一の
小規模採掘業者か
ら調達した金を使
用し、同協会は、職
人による小規模
（ASM）近採掘コ
ミュニティの労働、
生活、環境条件を
改善し、スイス市場
に対して責任ある

サプライチェーンの構築を促進してい
る。
　ベター・ダイヤモンド＝使用するラボ
グロウンダイヤモンドは、タイプIIaの単
結晶で、最も価値が高く不純物の少な
いダイヤモンドとして認定されている。
ダイヤモンドの破片に真空環境でガス
と熱を加えると生成される。また、採掘
されたダイヤモンドとまったく同じで、
同じ厳格な品質検査を受けている。生
成、カット、仕上げはFenix Diamonds
社（NY）が行い、製造はインド、ジャカ
ルタからタイプⅡaの単結晶が提供さ
れる。
　なお、すべてのラボグロウンダイヤモ
ンドは、高い社会的及び経済的な基準
を満たし、厳しくクライメイト・ニュート
ラルに仕事をする製造業者にいたるま
で追跡可能になる。ブライトリングは購
入したダイヤモンド1カラットごとに、ダ
イヤモンド製造で働く共同体を支援す
る社会貢献基金に寄付を行う。

　ジュエリー業界で最も
重要なイベントの一つと
して、コロナ禍前まで香
港で開催されていたト
レードショーは、コロナ
の影響で見送られ、
2022年の9月に一度限
りの措置としてシンガ
ポールで開催された。
　これを主催するイン

フォーマ・マーケッツは、2023年9月に
会場を香港に移す予定だと発表した。
　香港空港近くのアジアワールドエキ
スポ（AWE）でのショーを2023年9月
18日～22日までとし、湾仔に位置する
香港コンベンション&エキシビション
センター（HKCEC）でのフェアを同年9
月20日～24日に開催する予定として
いる。
　同フェアは本来、米国の第4四半期
のホリデーシーズンと中華圏の旧正月
に先立って大きな取引が期待される重
要な展示会だ。日本の宝飾産業におい

ても年々大きな割
合を占めていた。
　同社ジュエリー

フェアディレクターであるセリーヌ・ラウ
氏は「パンデミックの政策はまだ残って
いるが、今後条件次第で措置がさらに
緩和されることを期待している。シンガ
ポールフェアの会期中や後で出展者や
バイヤーに意見を聞き、2023年に香
港でショーを開催することに対しての
非常にポジティブな意見を受け取っ
た」と述べている。
　なお、主にローカルバイヤーとサプラ
イヤーを対象とした比較的小規模な展
示会である「ジュエリー&ジェムアジア
（JGA）」は、HKCECで6月22日～25
日に開催予定としている。
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サプライチェーンのトレーサビリティを100％確保

「ブライトリング」

責任持った金とラボグロウンを調達
2025年までに全製品を移行する

ジュエリー&ジェムワールド
9月18日～24日

　シチズン時計の製造子会社である
シチズン時計マニュファクチャリング
㈱飯田松尾工場の社員、井原正治
氏が、長野県内の高度技能保有者を
対象とした、令和4年度 卓越技能者
知事表彰「信州の名工」を受けた。
　井原氏は、時計部品の金型製造を
担い、経験と地道な努力により、加工

機のカウン
ターや目盛
では出せな
い 精 度 を
「指先の感
覚・感触」で

調整する優れた技能を有
している。特に超高精度金
型における放電加工・研削
加工において高い評価を
得ており、中でも極薄“箔”
加工においては、±0.001
㎜以下の精度で加工を行
うことができる。
　また、後進若年層の育
成・地元学生への職場体
験の受け入れや技能検定
委員を通して広範囲にわ
たる人材育成や技能継承
に尽力していることなどが

評価された。
　井原氏は表彰されるにあたり「今後
も金型、部品加工における自動化と手
作業の融合に取り組み、時計組立の下
支えとなれるように精進して行きたいと
思います。また、後進の育成にも一層力
を注いでいく」とコメントしている。
　また井原氏は、2005年に飯田市等
主催の“江戸のモノづくりシンポジウム
in飯田”で地域を代表し「飯田下伊那
の若者とモノづくり」というテーマで、海
外にシフトする製造業を背景に『モノ
づくり＝人づくり』の考えを発信してい
る。長野県出身、51歳。
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　ジュエリータウンおかちまち（JTO）
有志による秋・冬商戦に向けた仕入れ
会「第114回JTOフェア」（担当理事副
会長：前田知
則）が、11月
17日、東京都
立産業貿易
センター浜松町館5階南展示室で開
催される。時間は10時30分～16時ま
で。来場者は招待券を持つ小売店に
限られている。
　年末商戦に向け市場も活性化し始
めた影響により、来場者からの要望を
受け開催時間を1時間延長している。
　輸入、製造、
卸による新商
品をはじめ、一
品ものから銘
品を取り揃え、
JTO有志20

社（会員17社、協賛3社）が出展する。
毎回好評のお買い得な商品が満載の
「朝市」も継続され、オープニングから

盛り上がりそ
うだ。
　特賞5万円
が当たる抽選

会でも景品総額を100万円とさらに増
額し、当選数も大幅に増やしているの
で、今まで以上に楽しめる。抽選は3万
円の買い物ごとに1回抽選が可能。な
お、招待状の中には3000円の買物券
が同封されている。問合せは事務局
（03-3839-0936）まで。

年末商戦向けの仕入れ会

貿易センター浜松町館
11月17日に「JTOフェア」開催
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